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けて科学教育振興が進められており、その観点から理科センターの色合いが強い構造となっている。




















一方、教員研修予算は、バブルの崩壊とともに徐々に削られてくる。1992 年には、約 1000 万円を













2012 年で 28 回を数えた研究発表会は、1984 年から始まっている。その目的として「所員が相互研
















































































































































































































































































































平成 19 年度から延べ 4 日間にわたる校外研修での臨時任用講師研修を開設したとのことですが
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続く院生は、教育研究所員の一部が指導主事の肩書きを持つようになったことを活かした「要請研
修」（ユニット研修）の開発に取り組んでいる。（教員研修機関における研修・支援機能の充実～協働















































































































われた 2010 年 7 月の参議院選挙において民主党が大敗し、再び国会が「ねじれ」たことから、実現
は遠のくと考えられていた。しかし、ますます困難さを深める学校現場の状況や、今後 10 年間に教
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